[image: image1.jpg]


[image: image2.png]IEs
)

A



[image: image3.wmf][image: image4.bmp]
第９０号（２面）２０１２年９月２５日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************





　交流コーナー





　　九条の会講演会


　九月二九日(土)十三時～十六時、テーマ＝「三木睦子さんの志を受けついで･･･今、民主主義が試されるとき」、講演＝大江健三郎、奥平康弘、澤地久枝、朗読＝俳人「九条の会」、憲法九条を守る歌人の会、「九条の会」アピールに賛同する詩人の輪。於・日比谷公会堂、当日券一五〇〇円、主催＝九条の会


 ◆ 市内の九条の会の情報をお寄せ下さい





　◆　若い人たちの劇、話、よかった。これからも大変な社会の中で、若い人を応援したい。こんな国にしてしまった責任のある老人より。（下石原　田邉浩子）


　◆　今日はとにかく調布の若いお母様方のエネルギーを感じました。多摩市から来ましたが「市報」をみてもこのような会は見当たりません。九州の実家の方に帰ると安全地帯のような感もあるのですが、放射能が雨水や海水に含まれるということは、汚染によって地球上の海の魚が食べられなくなるということです。今二人目の曾孫が生まれようとしています。私はいいとして、孫、曾孫の将来が案じられます。政治も、目先の利権だけでなく、日本を安心安全な国に変えていける人を、と願っています。脱原発できる人を。（多摩市　上野京）


　◆　「放射能から子どもたちを守る」という課題を劇にして、それをめぐる意見を明るみに出す試みは素敵でした。「地球に悪いことをしない」という大きな課題を出して知見を集めていかなければ、子どもたちは窒息してしまいます。（多摩川　古川博資）


　◆　「アステル」の寸劇、内容が豊富で、楽しく学習でき、良いアイディアだと敬服いたしました。ぜひいろいろな場で公演なさってください。今後もレパートリーを増やしていってください。「放射能をやっつけろ大作戦」も、大変参考になります。大いに役立てていきたいと思います。絵入りで親しみやすく、調布や東京の子ども達にも学ばせたいと思います。調布の資料などは市民に広め、学習してもらいたいし、市として「脱原発都市宣言」をしてもらいたいです。「平和都市宣言」の前進の形でもそうするべきと思っています。（上石原　鵜澤希伊子）


　◆　劇がとても伝わってよかったです。これからも続けてほしいと思います。（鈴木麻里）


　◆　いつも若い人の参加がないと嘆いている「憲法ひろば」。若い人の出番にはもっと大勢参加して、応援してほしかったと思います。（布田　石川康子）


ロングラン


例会第二部


　恒例の夕食会は、手違いで開始が遅れたため、初めだけ参加予定の方々が一部帰られて寂しくなった。


　アステルのお二人がかいがいしく手伝ってくださったが、あまりお話する時間もなく慌しく帰られて申し訳なかった。結局食事しながら話し込んだのは17名。でも増野・山田ご夫妻とそのご友人の吉村夫妻が参加され、吉村チャンさんがヴェトナムの方だったので、話はヴェトナム原発問題にまで及び、いつ尽きるともしれなかった。ついには大野さんから十周年の壮大な構想も飛び出したがこれはまだ公開しないほうが？　


　　　　（石川記）





●日時：１０月２１日(日)


●集合：１０時半 有楽町線「新木場駅」改札口


（調布駅から都営新宿線「市ヶ谷駅」乗換え、１時間あまり）◆ 11:00～12:00 「第五福竜丸展示館」　入場無料、新木場からバス200円、◆ 13:30～15:30 「東京大空襲･戦災資料センター」協力費300円、◆ 昼食・飲み物を持参のこと（周辺に食堂などはありません）








資料代300円





上智大名誉教授･女性史





二〇一二年九月二二日


 第七四回例会=ロングラン
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旅行期間 １２月１１日（火）～１４日（金）


旅行代金 ９８,０００円 (１人部屋追加：16,000円)


●募集：20名(最少催行１5名) ●申込締切：10月31日(水)


●宿泊ホテル(4☆)  南京：怡華酒店上海：王宝和大酒店


●利用観光会社：日中平和観光(株) ●中国東方航空利用


　日中関係に緊迫が生まれていますが、日中平和観光の中国ツアーは安全に実施されています。検討の結果、今だからこそ「中国との交流を深め、外交交渉による解決への土壌をつくろう」との心意気で、この旅は実施することにしました。上海在住の方が2名参加してくれる予定です。早めに「憲法ひろば」事務局にお申込みください。

















